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平成２６年度第１回加茂地域審議会 
 
日 時 平成２６年５月１６日（金） 午前１０時００分～１１時３５分 
 
場 所 津山市 加茂支所２０１会議室 
 
出席委員 
大塚邦久会長、菅田貞男副会長、赤澤俊彦、上高光昭、岡田一江、岡田 勉、尾島玲子、 
志水 昇、志水比佐代、智和 正、町田英夫、松本美幸 
 
欠席委員 なし 

 
事務局 
本  庁：宮地市長 

植月地域振興部長、皆木地域振興部次長 
 
加茂支所：原田加茂支所長、安達市民生活課長、金尾産業建設課長、木元産業建設課参事、 

石川市民生活課主幹 
 
傍聴人 なし 
 

会議次第 
１ 開 会 
２ 会長あいさつ 
３ 市長あいさつ 
４ 異動職員、出席職員の紹介 
５ 協議事項 
（１）平成２６年度加茂支所管内の主要事業について 
（２）支所機能について 
（３）津山市高齢者保健福祉運営協議会及び介護保険運営協議会委員の推薦について 
（４）その他 
６ 市長との意見交換 
７ 閉 会 
 
 議事録の概要 
１ 開 会 
〈事務局〉 只今から平成２６年度第１回加茂地域審議会を開会させていただきます。本日は、

全委員のご出席をいただいておりますので、ご報告させていただきます。開会に当たりまし

て、大塚会長よりご挨拶をお願いいたします。 
 
２ 会長あいさつ 
〈会長〉 皆さん、おはようございます。本日は、平成２６年度の第１回地域審議会ということ

でご案内申し上げましたところ、全員のご出席をいただきまして誠にありがとうございます。 
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過日行われました津山市長選挙、宮地市長さんには、市民の多くの皆さんの支持をいただ

き、再選をされました。残された課題、更には今後の津山市の指針となるべき第５次の総合

計画の樹立等、大きな仕事が次々と待ち構えていますが、どうか頑張って市政発展のために

ご尽力賜りたいと思います。 
    また、平成１７年 2月２８日に合併して、ちょうど今年が１０年目となります。合併の時

に地域審議会を作って、１０年間、その地域の声を市政に反映していこうということでこの

地域審議会が生まれましたが、今年が最終年となっております。委員の皆さん方には、今後

の当地域の事、更には津山市の将来の事等につきまして、引き続き尊いご意見をいただけた

らと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
３ 市長あいさつ 
〈市長〉 本日は加茂地域審議会にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。平素

より皆様方におかれましては、非常に多くの難題を抱えております市政に対しましても、温

かいご理解、ご支援を賜っております。心から厚くお礼を申し上げます。 
２月に行われました津山市長選挙におきまして、二期目の市政運営の舵取りを担わせてい

ただくことになりました。引き続き初心に帰りまして、市民目線を大切にした活力ある津山、

市民が元気に暮らせる津山づくりのために、精一杯努力をする所存でございます。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 
現在我が国では、非常に厳しい人口減少、少子・超高齢化社会が到来しております。本市

につきましても例外ではございません。このような時代であるからこそ、地域コミュニティ

の力が大変重要であり、地域力の強化が必要です。今年度から第５次総合計画の策定作業が

始まりますが、中山間地域の振興につきましても、しっかりとその総合計画の中に位置付け

ていこうと考えています。 
今後ともこの審議会を中心にいたしまして、加茂地域の将来につきましてもしっかり議論

をしていただきたいと思います。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
４ 異動職員、出席職員の紹介 
 
５ 協議事項 
（１）平成２６年度加茂支所管内の主要事業について 
〈会長〉 まず「（１）平成２６年度加茂支所管内の主要事業について」を議題とさせていただき

ます。説明をお願いします。 
 
〈事務局〉 資料「平成２６年度加茂支所管内主要事業位置図」を参考に、津山市主要事業、岡

山県主要事業について説明。 
（津山市主要事業） 
・ 「過疎対策事業、市道知和青柳線道路改良工事（青柳）」 
・ 「元気交付金事業 道路改良工事（繰越分）（公郷）」 
・ 「平成２５年災害復旧工事（繰越分）、道路２件（物見・原口）、河川１件（楢井）」 

（岡山県主要事業）  
・ 「中山間地域交通避難所緊急対策事業、主要地方道津山智頭八東線改良工事（物見）」 
・ 「道路災害防除事業、主要地方道津山智頭八東線（知和）」 
・ 「中山間地域交通避難所緊急対策事業、一般県道倉見斉の谷線改良工事（黒木）」 
・ 「道路災害防除事業、一般県道倉見斉の谷線改良工事（黒木）」 
・ 「あわら川砂防指定砂防事業（成安）」 
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・ 「平成２５年度（繰越分）平成２６年度リフレッシュ事業、加茂川河川内立木伐採処        

理（成安）」 
・ 「主要地方道津山加茂線バイパス改良工事（中原）」（平成２５年度繰越分事業完了） 
・ 「一般県道加茂奥津線道路改良工事（宇野）」 
・ 「森林基幹道因美線１工区～３工区 （山下・河井・下津川）」 
・ 「予防治山事業、谷止工１基（原口）」 

 
〈会長〉 平成２６年度の加茂支所管内の主要事業について説明をいただきました。ご意見があ

りましたら、どうぞ。 
 
〈委員〉 お尋ねなんですが、リフレッシュ事業については、終わったということですか？伐採

木について無料配布の話もありましたが、平成２６年度は行わないのですか？ 
 
〈事務局〉 平成２５年度の繰り越し事業ですので、終わっています。継続はありません。 
 
〈委員〉 大きな木が切られずに小さい木が切ってある。清流橋から向こうを見ても何処を切っ

たのかわからない。どうも大きな木が残っているような感じで、引き続きやってもらえるの

かどうなのか。 
 
〈会長〉 リフレッシュ事業で単年度分だけだったが、加茂町地内は、河川の中に大きな流木が

まだまだいっぱいある。今回出来たのが、清流橋から上流400ｍまでということで、県事業と

して、市のほうから継続的にやってもらえるよう要望は出せれないだろうか。 
 
〈事務局〉 リフレッシュ事業は、平成２２年度から始まった事業ですが、河川改修でいくより

リフレッシュ事業でやったほうが早く効果が出るということで、流水を阻害する河川内の柳

等の木を切って氾濫を防止するということで始まっています。当初から比べると大変要望箇

所も多く、要望していてもすぐには出来ないということです。引き続き県に要望を続けるこ

とが重要と考えますので、また要望書の提出をお願いしますし、市のほうからも要望をして

おきたいと思います。 
 
〈委員〉 三ツ岩橋までするようになっているが、今年度は鉄塔の辺りまでしかできないと聞い

ている。確認してください。 
 
〈事務局〉 わかりました。 
 
〈委員〉 皆さんからの要望も多いのですが、奥津線の越畑までの道を広げて欲しいと、県のほ

うにも再々言ったりしているがなかなか広がらない。越畑から奥津まではいい道になったが、

こちら側の道は狭いので是非広げてもらいたい。県と交渉が出来れば、是非お願いしたい。 
 
〈会長〉 「一般県道加茂奥津線道路改良工事（宇野）」で説明があったＳ字カーブの所は、加茂

町時代から問題があった所で、当時、家屋移転の話は出来ていたが、家屋の補償費の支払い

が出来ないということで、ずっと延び延びになっていました。概要的には家屋の移転は無し

に、現状のものをどうにか拡幅していくということですか？ 
 
〈事務局〉 水路に蓋をする工法で、見通しを良くします。 
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〈会長〉 単県ということで予算が付いていないということになってるだけであって、これも内

容を確認していただいて、県も予算が厳しいでしょうが、順次対応してもらえるように要望

に挙げてください。 
 
〈委員〉 関連で、倉見地区も大分改良されてはいますが、ちょうど黒木キャンプ場から倉見に

入る所で、Ｓ字カーブになっている所があります。道も狭く冬は危険ということで、ここだ

けがネックになっています。加茂町時代からも県に要望されているとは思うのですが、是非

この部分についても要望をお願いします。 
 
〈委員〉 境川なんですが、橋より上のセイキ林業の横辺りは以前きれいにしたと言われたんで

すが、橋より下手は、今、木が倒れたようになって荒れて大変なことになっていて、大水が

出たらどうなるんだろうと思うくらいひどい状態になっています。きれいにする予定は無い

んでしょうか。 
 
〈事務局〉 具体的には、決定はしていません。 
 
〈委員〉 大水が出ると木が倒れてしまって、流れて何処かでつかえるか、そこで倒れてつかえ

るかだと思うので、倒れたようになっている木だけでも取っていただけたらと。一度、現場

を見てもらえたらと思います。 
 
〈会長〉 現状において災害等が予測される場合には、手を打たなければならないでしょうから、

市のほうに現場の確認をしてもらうということで、よろしいですか？ 
 
〈委員〉 はい。 
 
〈事務局〉 確認いたします。 
 
〈委員〉  お尋ねなんですが、「主要地方道津山加茂線バイパス改良工事（中原）」で、今後は、
市道で管理するということですが、ルートとしたら今後どうなるのか。津山加茂線には、今

は２つルートがあって、岸本橋を渡って山中の魚屋から川縁を通るルートが１つ。県道です

ね。こっちは県で工事していただいていますが、こっちのルートへ切り替わったのかなと思

ったら、今後は市道で管理すると。そういうことは、ルートは今のままで、工事だけは県が

行ったということなんですか？ 
 
〈事務局〉 ここの区間は、三浦さんの散髪屋からＢ＆Ｇの前の県道との出合いの所までで、一

部農道ということだったんですが、そこから下、東西橋の所までは何の規定もない道路で、

全体を通じて未改良の部分の所だけ出来ていませんでした。加茂町時代は、一応県のバイパ

スということで考えておりましたから、県が「全体を市のほうで管理してくださるのなら県

のほうで改良工事をしますよ。」ということで、バイパスの構想とすれば、一旦は無くして直

近の管理者不明という状態を回避するために市道にするということを条件に、県のほうで拡

幅工事をしていただいたということです。 
 
〈会長〉 維持管理の問題は、先程の説明のとおり、県が工事はやるが、取りあえずは、管理は

市道として認定して欲しいということで、市と県との間で話がついて、３月議会で市道の認

定を受けたということです。 
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（２）支所機能について 
〈会長〉 それでは、協議事項「（２）支所機能について」を議題とさせていただきます。説明を

お願いします。 
 
〈事務局〉 資料「合併１０年を迎える中での支所機能について」を参考に、５項目を説明。 
   １ 合併１０年（平成２７年３月）：特例措置終了 

・ 地域審議会、地域振興基金終了 

・ 地方交付税の優遇措置終了 ⇒ 段階的に減額（平成３２年には２４億円の減額） 

 

２ 合併１０年後の支所機能のあり方について 

・ 昭和の合併では支所は設置せず。 

・ この間、中山間地域では急速に過疎・高齢化が進む。 

⇒過疎・高齢化の進む地域での「地域支援拠点」は重要。 

⇒機能を特化することで支所機能を維持。 

３つの機能「窓口機能」、「緊急対応機能」、「地域支援機能」 

 

３ 国の動向 

・ 平成２５年５月：第３０次地方制度調査会答申 

「支所の設置で、きめ細やかな住民サービスの提供や迅速な災害対応が可能となっ

ている。」：支所の設置を評価 

⇒支所数に応じて地方交付税を加算：人口割、本庁からの距離等（総務省方針） 

単純計算で約６億円の加算 

 

４ 津山市の方針（案） 

① 加茂・勝北・久米支所は現状維持。 
但し、交付税の算定状況等を考慮し、人員等の見直しは今後も行う。 

② 阿波支所は出張所機能へ。 
但し、３つの機能は維持する仕組みづくりを検討、実施。 

③ 久米支所倭文分所は廃止。 

 

５ 今後のスケジュール 

・ ５月 ：各地域審議会で説明 

・ ５月～：阿波支所の出張所化について、体制検討。 

・ １２月：津山市支所設置条例、関係規則の改正。 

 

〈会長〉   支所機能について説明をいただきました。合併の時から予測はしていたことですが、
このことについてご意見がありましたら、どうぞ。 

   要するに、３つの機能について検討いただいて、支所として機能が存続してもらえれば、

本庁からかけ離れていて不便ですからね。支所だけは存続して欲しいと予てから願っていま

したが、市のほうもこういった形で存続していくと。一番の懸念は、緊急の問題なんですが、

現状の人員で対応出来ることではないですから、これは支援体制第一で行っていただければ

いけるので、平常業務は、窓口であったり地域支援の問題だろうと思います。 
いかがでしょうか。 無いようでしたら、次に進めさせていただいてよろしいですか？ 

 
〈各委員〉  はい。 
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（３）津山市高齢者保健福祉運営協議会及び介護保険運営協議会委員の推薦について 
〈会長〉 次に「（３）津山市高齢者保健福祉運営協議会及び介護保険運営協議会委員の推薦につ

いて」を議題とさせていただきます。説明をお願いします。 
 
〈事務局〉 現在、当審議会からの推薦で、津山市高齢者保健福祉運営協議会及び介護保険運営

協議会委員に選出されている岡田一江委員さんの任期がこの５月末で満了するため、新たに

当審議会に推薦依頼をお願いするものです。 
   平成１７年５月から９年にわたり両運営協議会委員を務められた岡田委員さんに、事務局

としましては、もう一期お願いできないかとご無理をお願いし、岡田委員さんの了解は得て

おります。当審議会からの推薦をお願いいたします。任期は、平成２６年６月１日から平成

２８年５月３１日までの２年間です。よろしくお願いいたします。 
 
〈会長〉 平成１７年合併直後より、岡田一江さんが、愛育委員さんを長い間されておられて、

そういった関係からも精通されておられるということで、当審議会で「お願いします。」とい

うことで続けていただいております。ご本人のご都合がＯＫということでありましたら、審

議会としても継続してお願いできたらと思います。いかがでしょうか？ 
 
〈各委員〉  ― 拍手 ― 
 
〈事務局〉 ありがとうございます。 
 
（４）その他 
〈会長〉 次は、「（４）その他」ということですが、何か、皆さん方からご意見がありましたら

どうぞ。 
 
〈委員〉 火事の時の放送について、以前は、民家でしたら「○○さん宅が・・」と放送されて

いたんですが、今は、「○○付近・・」とかで名前を言われません。放送を聞いてても「何処

だったんだろう？」と。今は、個人情報の関係で言われないのかなと。支所のほうで確認し

て、流してもらうことは出来ませんか。 
 
〈事務局〉 加茂支所に入ってくる通報がそういう形でしか入ってこないので、確認ができない

んです。また、確認するまでに無線で流すのは、消防団に出動してもらうために流すので、

ご理解をいただきたいと思います。 
 
〈会長〉 加茂町時代は、役場で消防車２台持って、各分団が加茂町消防団で動いていた。その

時は、通報は役場に直に来ていた。今は、広域消防が出来て、通報は消防署のほうにいく。

消防署から役所に通報が来るようになっている。昔は、「○○さんの家が火災です。」と言っ

ていました。言ってはいけないことではないと思います。緊急事態ですから。新聞にも載り

ますし、隠すことではないと思うんですが、消防署から来た情報をそのまま流しているとい

うことですね。 
 
〈事務局〉 はい、そうです。そうでないと、緊急通報にならないので。消防署からの通報も「南

東○○ｍ付近」としか入って来ません。 
 
〈委員〉 山とかに入っていると煙もよく見えないし、どの方向なのかもわからないので、近く
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の家の人で、危ないことがあったと聞いたこともあります。その時も、個人情報なのかなと。 
 
〈会長〉 火災のような緊急の時には、個人情報というよりも、例えば、民家だったら類焼もあ

る訳ですから、はっきりと言ってもらったほうがいいです。他の人が知るということは別と

して、近所の人にとっては、類焼の問題もあるからね。 
 
〈委員〉 消防署の通報は通信に入りますから、通信で場所を特定して、○○から西へ何ｍ等、

決めてしまいますから。 
 
〈委員〉 広域になったからそういう言い方になったのか、そういうことしか言えないのかを、

消防に確認してみてください。何かの機会に、よろしくお願いします。 
 
〈事務局〉 はい。 
 
〈委員〉 道路管理について、先日、車で通りかかった際にグレーチングが跳ね上がって非常に

危険な状態になっていたので、直しておいたんです。以前は、毎月１６日を道路の日として

パトロールをやっていたんですが、定期的にパトロールをやっておられるんでしょうか。 
 
〈事務局〉 特に日にちを定めてということではなくて、現場等に行く時に兼ねて行うのが主で

す。よく穴が開いたりしますが、住民の方からも通報が入りますので、直ぐに対応はしてお

ります。定期的に行うことは出来ておりません。 
 
〈会長〉 合併前の加茂町は、県下の町の中でも面積が一番広い町でした。当時の町道、今の市

道ですが、その延長は圧倒的に長かった。それでも、人員がある程度割けれて点検も出来て

いたが、今は人員がそんなにいないから毎日見て回るということが現実出来ないんでしょう

ね。地域の人の手も借りないと、全て市役所で対応するというのは無理でしょうから。何か

あったら、連絡が入りますか？ 
 
〈事務局〉 何かあったら言って来られるという感覚はあります。 
 
〈委員〉 町内会長さんによくお願いしておかないといけないでしょう。 
 
〈会長〉 グレーチングが跳ね上がった状態は通行の邪魔だし、危険だからね。そうかといっ   

て、直していく人はそういないですから。この機会に、連合町内会のほうにお願いして、通

行上支障があった場合には、早めに連絡してもらうことをしたほうがいいかもしれませんね。 
 
〈委員〉 直らない所は、通報しましょう。 
 
〈委員〉 ごみの収集の仕方が変わってから、缶の収集は、出す量によって買い上げがあるとい

うことでつぶさずに出すんですが、１つのかごでは入りきらないんです。山のようになって

崩れそうな状態です。かごを増やしてもらえますか。 
 
〈事務局〉 4 月の第３火曜日の時、実際回って見たんです。最初、始まりの時は少なかった。
確かにすぐ多くなって、かごを何個か持って行って、いっぱいになったかごは換えたりして、

そのままかごは置いておきました。前は１個しか置いてなかったと思うんですが、今は２～
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３個換え用を、回収の時に、いっぱいだったら余分を置くようにしています。 
 
〈委員〉 うちの地区は、委員さんや地区長さんから、「かごが無い場合はかごを増やしますから

支所に電話するか言いに来てください。」と聞いたので、足りないようであれば、連絡すれば

持って来てくれます。 
 
〈委員〉 増やしていただけるのは有難いのですが、置く場所も狭いので、例えば、透明な袋に

でも入れて置いていたら、業者の方がかごに入れて量ってくれないのかなと。 
 
〈事務局〉 かごごと積んで、新しいかごを置いていく方式ですので、なるべくかごで。 
 
〈委員〉 回数は増えませんよね？ 
 
〈事務局〉 はい、ひと月に２回です。 
 
〈会長〉 この新しいやり方になって、トラブルとかは？ 
 
〈事務局〉 今のところは、大きなトラブルは無く、先程のかごがいっぱいになったということ

くらいです。 
 
〈委員〉 今、防災無線で言っていただいてて、すごく丁寧になって有難いなと思っています。

また、ごみの出し方がどっちかわからず一応出していたら、業者の方が置いて帰られていま

したが、それには札をきちんと付けて理由も書いて下さってて、よくわかったので良かった

です。 
 
〈会長〉 加茂地区の業者の方は、１社の方が受け持っているの？ 
 
〈事務局〉 加茂地域は、都市整備公社が直接回収しています。 
 
〈委員〉 防災無線で放送していただいて、親切でいいなと。ごみの収集の放送はいつまでして

もらえるのでしょうか。 
 
〈委員〉 Ｑ＆Ａもお願いしていましたが、出していただいた資料は、すごく見やすくてよかっ

たです。 
 
〈事務局〉 無線放送に関しましては、前回の審議会の時にも言ったんですが、今月いっぱいま

でということで。 
 
〈事務局〉 事務局から２点、報告とお願い。 
① 津山市社会教育委員の報告について 
当審議会の尾島委員さんが津山市社会教育委員に就任されておりますが、今年の３月末で

任期が満了するということで、新たな推薦依頼が３月１２日にありました。既に、審議会が

終わっていたため、大塚会長と協議し、引き続き尾島委員さんへご無理をお願いしておりま

す。任期は、平成２６年４月１日から平成２８年３月３１日までの２年間です。尾島委員さ

んには、よろしくお願いいたします。 
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また、尾島委員さんには津山市農政審議会委員にも就任していただいており、この任期が

今年９月末となっています。９月中には、当審議会宛に推薦依頼があるものと思われます。

次回の開催は１０月を予定していますので、審議会で協議が出来ない場合、ご本人の意向を

聞き、会長・副会長と協議をさせていただきますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 
 
② 加茂地域審議会の視察研修について 
今年度は、加茂と阿波が研修予定となっております。時期、行き先等ご意見を伺いたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。前回は、平成２４年１１月８日・９日に、淡路

島にある太陽光発電施設「あわじメガソーラー」へ伺っております。 
 
〈会長〉 最初に説明のありました、社会教育委員さん並びに農政審議会委員さんを尾島さんに

お願いして、審議会で推薦させていただいています。既に、社会教育委員さんには、この審

議会が間に合わないということで、私共のほうで引き続いて尾島委員さんにご理解いただき、

就任していただいています。ご了承いただきたいと思います。また、この９月に農政審議会

委員の依頼が来ると思いますが、継続して尾島委員さんになっていただけたらと思います。

よろしいでしょうか？ 
 
〈各委員〉 － 拍手 －  
 
〈会長〉 それでは、尾島委員さん、よろしくお願いします。 
   それから、視察研修の話が出ております。年末間近の時期か、年度替わり直前かくらいに

なろうかと思いますので、今日この場で日にちを決め、行き先を決めるという訳にはいかな

いと思います。次回の審議会で、協議内容として案を提出させていただきたいと思います。

よろしいですか？ 
 
〈各委員〉 はい。 
 
〈委員〉 以前、デジタル無線の話で、ＦＭ津山の受信地域、受信が正確に出来る地域の状況を

調べるということを伺っていたんですが、今の進捗状況はどうなっていますか。 
 
〈事務局〉 防災無線のデジタル化の整備をするということで、旧津山市内は、ＦＭを使った電

波受信ということで調査が終わり、個別受信機を集会所等に設置を済ませたと聞いています。

不感知地区（荒神山辺り）の対策については、まだ聞いておりません。わかり次第、ご報告

します。防災無線につきましては、今年度、加茂地区・久米地区を併せて、調査、設計をす

ると聞いています。 
 
〈委員〉 五輪原の風力発電について、情報があればお願いします。 
 
〈事務局〉 事業者でありますクリーンエナジーファクトリー株式会社の、事業推進体制の見直

しを行ったという報告を受けています。今までは、三重事務所の職員が事業の推進を行って

おりましたが、３月末をもって三重事務所を閉鎖し、今後は東京支社で行うということを聞

いています。前回の地域審議会で報告をさせていただきました今後の予定につきまして、３

月１日の加茂・阿波地区住民説明会は、予定どおり実施をしていますが、その後の津山市と

の立地協定締結は出来ていませんし、風車を立てる農地等のボーリング調査に入ったという

ことも聞いていません。新たな体制で実施していくということですが、事業者から具体的な
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説明は、今のところ無い状態です。 
 
〈委員〉 白紙に戻ったみたいですね。 
 
〈会長〉 白紙に戻ったということではないが、東京支社のほうで体制を立て直して事業推進を

図るということにはなっているようです。認識しておいてください。 
   
６ 市長との意見交換 
〈会長〉 テーマは定めておりません。折角の機会ですから、いろんな意見を出していただけた

らと思います。どうぞ、ご遠慮なくお願いします。 
 
〈委員〉  議題（１）で言えばよかったのですが、東西橋の所に点滅信号を付けていただいて、
通りやすくなったんですが、地元とすれば、東西橋の拡幅をしてもらいたい要望が多くあり

ます。県と交渉等する際に、東西橋を広げて欲しいという要望を伝えていただけたらと思い

ます。 
 
〈会長〉 東西橋は、県道のバイパスとしてするということで県にお願いしていたが、今は市道

ですから、県にやってとは言えない訳です。市がどうするかということです。バイパスとし

てつながってくれば県が出る立場もあるが、時期を待つのか、市道ですから、歩道部分だけ

でも拡張出来る事業があれば市にやってもらうのかということだろうと思います。 
 
〈事務局〉  東西橋については、錆が出ていて塗り替えも必要かなと考えています。先程の主要

事業で、県道のバイパスがあって、それを振り替えて東西橋に持ってくればといった案も出

したんですが、市道の認定で収まっています。橋梁等の長寿命化の調査等もしていると思い

ますので、それも含めまして、拡幅の可能性も探りながら、時機を見ながら県にも要望する

ようにして、引き続き拡幅の要望は残していきたいと思います。 
 
〈委員〉 市長さんにお尋ねしたいんですが、夢やロマン的なことになると思いますが、「明日

の津山、私の抱負」という中で、津山城の天守閣の再建を検討とあるのですが、どういう進

め方があるのかということでお尋ねしたいと思います。 
 
〈市長〉 ４年前に初めて市長選挙に出た時に、「私の夢」ということで新聞記者さんより質問

がありまして、とっさのことで考えていたことではなかったのですが、そういう思いはあっ

たんです。この４年間で、いろいろと考えてみました。特に後半で、津山青年会議所が発泡

スチロールで実物の概ね半分の大きさの天守閣を造ってくれました。ライトアップして遠く

から見ると凄かったです。私自身も、ここに本物の実物大の天守閣が建っていれば凄いだろ

うなという思いはしております。確かに、市民的には、一定程度は天守閣があったら素晴ら

しいという意識は持っていただいてます。ただ、この間のことだけで私自身が事業として進

めるというのは、時期的にも適切ではないと思っております。私自身はこれから、事あるご

とに皆さん方に投げかけて問題提起をし、市民の皆さん方が、市だけに頼らず募金等でもし

てと、機運が盛り上がりませんと事業としてはなかなか大変です。 
他にもいろんな意見があります。「今、津山市が城のことを言ってる場合じゃない。それ

より他にやらなければならない事が沢山あるだろう。」とか、「津山にはあの素晴らしい石垣

があるのだから、それを後世に伝える。その事のほうが津山にとっては選択すべき道だ。」

と、はっきり提言してくださる方もいらっしゃいます。 



11 

津山城の整備計画はありましたが、遅れておりました。ある程度予算をつぎ込んで、木を

切りました。そうしたら石垣が見える様になり、遠目にはきれいに見えますが、傍で見ると

物凄く老朽化が進んでいます。城よりも基礎になる石垣の問題をどうするか。これを放置し

て天守閣の問題を議論することは出来ません。今の段階では、天守閣の再建を展望するとな

っておりますが、総合的な判断というものが必要となってきますので、第５次の総合計画の

中でも考えていくと。 
これからの津山が生きていく道というのは、前回も言いましたが、観光必至です。非常に

素晴らしい歴史資産・文化遺産があります。それが十分に活かしきれていない。昨年、国の

重要伝統的建造物地区として非常に素晴らしい街並み、苅田の酒造場、これも市のほうへご

寄附いただきました。また、城西地区につきましても素晴らしいものがあります。これらの

整備等についても大きな問題です。 
   今の問題とは別に、 非常に厳しい人口減少が続いております。平成１７年の合併時には

１１万人を超える人口でした。今は１０万５千人です。ざっと６千人減っています。一つの

町が消滅したという格好になっています。人口減少率（平成１７年と平成２２年の差）とし

ては、津山市が２．８％、加茂が６．８％、阿波が１３．１％、勝北が７．３％、久米が４％。

私自身は、人口減少対策を行うには、まずは地域の皆さんに元気を出していただくと。元気

を出していただくために、行政がどのように関わっていくかが重要と考えています。 
   もう一つ、産業流通センターについてですが、私が就任した時には４０％いってなかった。

６０％が空いていた。今は逆転して、６０％が埋まって４０％が空いています。企業立地専

門の部署を作りまして、職員も頑張っております。4月末に、企業立地の協定を行いました。
相手方は、群馬県の館林にある「正田醤油株式会社」です。三重県に関連会社で「株式会社

正田食品伊勢工場」があり、伊勢工場でやっているものをこちらのほうで西日本の拠点に製

造するということです。 
また、先般、山陽新聞にショッキングな記事が掲載されておりました。３０年で２０から

３０代の女性が半減して、町が成り立たなくなると。余りにも悲観的なことが前面に出たら

元気が出ないということもあるのですが、しかし、そういう事もあるということは知ってお

かなければならない。また、超高齢化に対する施策、これも大きな問題です。消費税増税に

対する配慮、社会保障施策も見えてこない。国に対しても、いろんな働きかけをしていかな

ければと思っております。 
 
７ 閉 会 
〈事務局〉 大塚会長には、スムーズな進行、大変ありがとうございました。それでは閉会に当

たりまして、菅田副会長にご挨拶をお願いいたします。 
 
〈副会長〉 加茂町が合併をして１０年目に入りました。その間を辿ってみますと、特に、宮地

市長さんになられてから、加茂町のいろんな懸案事項をスムーズに事業化していただき誠に

ありがとうございます。これからにつきましても、新生津山市の均衡ある発展、そして、そ

の中で加茂町が取り残されないように、特によろしくお願いいたします。 
説明の中で、交付税の優遇措置等で、支所の機能については現状維持というお答えを聞き

ましたが、本当に、現状維持ということを大切に思っていただいて取り組みをしていただき

たいと思います。また、委員の皆さんから、特に、県に関する道・河川等についてのお願い

がありましたが、津山市を通じて働きかけをよろしくお願いいたします。 
以上をもちまして、本会を終了いたします。ありがとうございました。 

 
〈一同〉 ありがとうございました。 


